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【研究概要】 
東北大学大学院医学系研究科 肢体不自由リハビリ分野の竹内直行（たけうち

なおゆき）講師らのグループは、携帯ゲーム機を用い先生‐生徒間における教

育学習のメカニズムに前頭前皮質が関与していることを明らかにしました。先

生と生徒の脳活動を 2 人同時に計測したところ、教育学習が進むにつれ先生役

と生徒役の左前頭部の活動が同じように変化することを明らかにしました。ま

た、先生は左前頭部で自分の教え方と生徒の理解状況を比較していることが明

らかになりました。 
 本研究は、先生と生徒間における教育学習中の脳活動を初めて明らかにした

重要な報告です。本研究から得られた教育学習の知見を応用し、先生の脳活動

を利用した教育学習を促進させる機器の開発に貢献することが期待されます。 
本研究成果は、2017 年 1 月 9 日 Frontiers in Psychology 誌（電子版）に掲載され

ました。 
 本研究では、文部科学省科学研究費補助金の支援を受けて行われました。 
 
【研究のポイント】 
 教育学習状況に応じて先生と生徒の左頭前部の活動は同じように変化する。 
 先生は自分の教え方と生徒の理解の評価を左前頭部で比較している。 
 

先生は前頭部で自分の教え方と生徒の理解を比較する 

‐ゲーム中の脳活動計測で教育学習メカニズムを解明‐ 



【研究内容】 
 先生が生徒に上手に教えるためには、生徒が学習事項をどこまで理解している

か把握しながら教えることが重要であると考えられています。しかし、脳のど

の部位がその機能を担っているのかはよくわかっていませんでした。また学習

中における脳活動の研究は生徒のみで実施されることが多く、先生と生徒間の

やりとりにおいて、両者の脳活動がどのように変化するかは全く分かっていま

せんでした。そこで本研究は、微弱な光で安全に脳活動を評価できる光トポグ

ラフィ装置＊を 2 台用い、教育学習課題中の先生役と生徒役の脳活動を 2 人同時

に測定し、人の社会性に関連していると考えられている前頭部位を中心に両者

の脳活動変化を調べました（図 1）。 
 教育学習課題は、複数人が同時に通信プレイできる市販の携帯ゲーム機とゲ

ームソフトを用いて行いました。教育学習課題では、先生はゲーム内容を画面

上のキャラクターの動きで生徒に「会話なしに」教えました。これは、会話を

制限することで、教育学習課題中の前頭部の脳活動が評価しやすくなるためで

す。 
 本研究の結果から、先生と生徒における左前頭部の脳活動が教育学習の進行

に伴い同じような変化を示すことが明らかになりました。これは、教育学習課

題中における先生‐生徒間の相互的な認知処理変化を反映した結果と考えられ

ます。また、先生の左前頭部脳活動は先生自身の教え方の自己評価と生徒の課

題理解推測の差と強い関連を認めました。そのため、先生は左前頭部を使って

自分の教え方と生徒の理解状況を比較し、教育学習状況を把握していると考え

られました。 
本研究は、教育学習中における先生と生徒間の相互作用メカニズムの解明な

らびに教育神経科学研究の発展に大きく寄与すると考えられます。また先生の

脳活動を利用し教育学習を促進させる機器開発の発展につながることが期待さ

れます。 
本研究は、文部科学省科学研究費補助金の支援を受けて行われました。 

 

【用語説明】 

＊ 光トポグラフィ装置：700～900nm の近赤外光を前頭部に照射し光の吸収度

変化を計測することで脳血流が評価できる装置（図 2）。 
  



図 1．先生は自分の教え方と生徒の理解の比較を左前頭部で行う。 

 
 
 
 
 

図 2．光トポグラフィ装置 
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